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第８－① 文化・芸術活動を振興する

取組４６ 文化・芸術活動の振興

○現状

伝統文化の担い手が激減しつつある中で、県内各地域で受け継がれてきた伝統、文化、風習を次世

代に継承していくことが難しくなっています。

（平成２０年５月市町村実態調査）

民俗芸能 祭り・行事

総件数 総件数
復 活 中 断 廃 絶 復 活 危 機 中 断 廃 絶

８３１ ４ １７７ ２８ ８４５ ５ ２４ ７ ３１

※神楽・獅子舞等の民俗芸能の約１／４が中断・廃絶、復活は４件

※祭り・行事も、３８件が中断・廃絶、復活は５件

子どもたちの豊かな感性、創造性などをはぐくむため、優れた文化芸術、地域の伝統文化を直接鑑

賞・体験する機会を提供しています。

◎群響移動音楽教室(小中学校)：演奏回数６９回（平成１９年度）

◎群 響 高 校 音 楽 教 室：演奏回数２５回（平成１９年度）

◎はじめての文化体験事業：派遣先数１４か所（平成１９年度）

※文化芸術活動を行っている県内のアマチュア団体を、幼稚園、児童館、小学校などに派遣する事業

県立美術館・博物館では、分かりやすい展示と解説を心がけるとともに、教育普及等の事業を通し

て、多くの県民の芸術文化への関心を高め、県民の文化意識の向上を図っています。

※教育普及事業の参加人数 単位：人

年 度 近代美術館 館林美術館 歴史博物館 自然史博物館 土屋文明記念文学館 合 計

Ｈ１５ 4,574 4,196 27,937 28,896 4,823 70,426

Ｈ１６ 2,805 3,104 28,577 28,946 5,608 69,040

Ｈ１７ 2,830 3,140 34,469 39,252 3,647 83,338

Ｈ１８ 1,441 3,880 36,347 56,674 3,261 101,603

Ｈ１９ 1,048 2,718 30,519 40,853 4,078 79,216

＊近代美術館はH17.12.19～H20.4.25まで改修工事のため休館

○課題

・市町村合併による地域活動の広域化や農村部での過疎化が進み、各地域で受け継がれてきた伝統・文

化・風習の継承がますます困難になってきていること

・伝統文化や多様な文化を核とした地域づくりを進めていくこと

・多くの県民に優れた文化芸術に触れる機会を提供すること

・子どもたちの豊かな感性や創造性、コミュニケーション能力をはぐくみ、国際社会で活躍する人材や地

域文化の担い手を育成すること
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○取組の方向

・地域の伝統文化の継承を通して人と人との絆を深め、多様な文化の創造による魅力あふれる地域づくり

に取り組みます。

・群馬交響楽団や各種文化芸術団体の文化芸術活動に、子どもたちが直接触れる機会を数多く提供します。

・県立美術館・博物館では、子ども向けから高齢者向けまで魅力ある展覧会を企画するとともに、学校

等との連携を図りながら教育普及活動等を展開します。

○ 主な事業の概要

事業の概要 担当部署

・伝統文化継承事業、「地域の文化」支援事業

地域の伝統文化の継承を促し、個性ある地域づくりを進める地域住民の活 文化振興課

動を支援することで、地域コミュニティの再生・活性化を行います。

・移動音楽教室、高校音楽教室 文化振興課

群馬交響楽団による小中学生及び高校生を対象とした音楽教室を実施し、 義務教育課

本物のクラシック音楽との出会いの場を提供します。 高校教育課

・はじめての文化体験事業

優れた文化芸術活動を行っている県内のアマチュア団体を、幼稚園、児童 文化振興課

館、小学校などに派遣し、子ども向けの公演、ワークショップなどを行います。

・優れた芸術文化に触れる機会を増やす

美術館、博物館で優れた芸術文化に触れる機会を提供し、講演会、ワーク 文化振興課

ショップ、展示作品の解説などの教育普及事業等を実施します。

○達成目標

目標の概要 基準年度の状況 目標年度の状況

（Ｈ１９） （Ｈ２５）

・児童生徒が交響楽団の演奏を直接鑑賞できる機会 小学校で２回、中学、高校で各１回

鑑賞できる機会を確保

・はじめての文化体験事業派遣先数 14か所 20か所

・県立美術館・博物館が実施する教育普及事業の年間参 79,216人 90,000人

加者数（５館合計）


